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●研究内容 

現在、ポストゲノム研究の多くはすでに解読された全

ゲノム DNA の配列情報に基づいた細胞内に存在するタ

ンパク質の網羅的同定、すなわちプロテオーム解析を中

心に行われています。タンパク質は相互作用することで

ネットワークを形成し、細胞内における反応を制御して

います。しかし、多くのタンパク質は何らかの翻訳後修

飾を受けていると考えられることから、タンパク質の同

定はできても、その先の機能研究まで行うことは、容易

ではありません。実際にたんぱく質の翻訳後修飾はタン

パク質の機能と密接に関連している報告がされていま

す。 

アセチル化はエピジェネティクス分野において、遺伝

子の転写制御に関わるヒストンアセチル化酵素、ヒスト

ン脱アセチル化酵素を中心にした研究が進んでいる翻

訳後修飾のひとつです。さらに、アセチル化はタンパク

質（酵素）の機能（活性）制御、ホルモンの情報伝達制

御などをおこない、リン酸化、メチル化や他の翻訳後修

飾と連動することで、細胞分化、老化、癌、肥満への関

連性が示唆されていますが、その機能の詳細は明らかに

なっていません。遺伝子転写制御に関わらないアセチル

化酵素の研究は、①アセチル化酵素の報告例が少ない、

②アセチル化されるタンパク質（基質タンパク質）の報

告例が少ない、③in vivo の実験系からは修飾反応を追い

づらいなどの理由が考えられます。 

タンパク質アセチル化の機能研究の報告例は少数で

あり、これからの研究領域であることが期待されたこと

から、本研究はタンパク質アセチル化修飾の解析から、

生体内におけるアセチル化反応を解明し、機能を理解す 

ることを主題としています。タンパク質翻訳反応を任意

で調節可能な実験系【コムギ胚芽無細胞タンパク質合成

系】を用いて研究を進め、①新規アセチル化酵素のスク

リーニング、②アセチル化とタンパク質合成との関連性、

③アセチル化酵素の機能解析を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●期待される成果と応用 

 大腸菌発現系、酵母発現系、無細胞タンパク質合成系、

細胞内においてアセチル化酵素を過剰発現させ、アセチ

ル化を受けるタンパク質を解析し、細胞内におけるアセ

チル化の働きを明らかにする。リン酸化、メチル化との

連動性から細胞分化、ガン、老化、肥満研究への応用が

期待できる。 

 
 
●想定される連携先 
○ 医薬、化粧品、食品関連企業 

○ 国内/海外研究機関 
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